





　本論文で取り上げるのは、アメリカ女性大学人協会（American Association of 








の外部でも成功事例と評価され 1、プロジェクト終了後の 1965 年以降、協会州管区に
よるボランタリーなプロジェクトとして継続・拡大され、結果として、1960 年代の
アメリカ女性大学人協会を代表する女性の高等教育振興運動となった 2。実際、同協






























































































　（ 1 ） 1957 年の時点で、大学数は 1,937 校である。大学数で私立が 65％、公立が
35％となっているが、全教員のおよそ 50％が公立大学に雇用されている。大
学全体の、約 4 分の 1 がジュニア・カレッジ（短期大学）である。「大学院
の教育あるいはプロフェッショナルの教育が提供されているという意味で、
真の大学（true universities）は、全体の 10 分の 1 に過ぎない」15。
　（ 2 ） 四年制大学全教員（150,846 人）について、その取得最高学位を見ると、博士
が 37％、修士が 38％、プロフェッショナル学位が 10％、学士が 13％、大学
学位なしが 2 ％であった。
　（ 3 ） 大学教員の俸給（ 9 か月ベース）の中央値は、以下のとおりであった。すな






　（ 4 ） 過去 10 年間で、女性は、修士号取得者の 3 分の 1 を占めるに至った。ただ
し、同期間の博士号総数（75,000 件）を母数とすると、全体の 10 分の 1 に
も満たない。「1956 年に 727 大学を調査したところ、このうち 5 分の 4 の
大学が、教員として女性を多数採用する用意があると答えている」17。
　（ 5 ） 現状では、四年制大学に新たに雇用される者のうち博士号を取得している者









































































































防教育法の最初の 4 年間の事業の結果として、以下の四点を明らかにしている 29。
　（ 1 ） 全体の約半分が人文学 / 社会科学の二分野の受賞者であった。
　（ 2 ） 受賞者は南部（特に南東部）の地域に集中している。
　（ 3 ） 女性の受賞者は 7 人にひとりであり、この比率は、博士候補生全体の女性の
比率より低いが、国防教育法以外のフェローシップ受賞者中の女性の比率よ
りやや高い。
　（ 4 ） 受賞者の過半数が既婚であった。この数は、博士候補生全体の既婚者の比率
とほぼ同じであり、かつ、国防教育法以外のフェローシップ受賞者中の既婚
者の比率より高い。






博士号生産性 1960 年人口 1959 年度1960年度 1961年度 1962 年度
全地域 100 100 100 100 100 100
ニューイングランド 10 6 7 7 8 7
ミッドウエスト 25 21 14 16 16 17
五大湖 26 20 11 15 16 18
大平原 9 9 10 11 11 11
サウスイースト 9 22 27 23 23 21
サウスウエスト 5 8 9 9 8 9
ロッキー山脈 3  2 8 6 6 6
極西部地方 13 12 14 13 12 11
出典：Laure M. Sharp and Others. Study of NDEA Title IV Fellowship Program. 






































































　1961 年 6 月、アメリカ女性大学人協会の最高責任者であったトンプキンズ（Pauline 
Tompkins, 1918-2004. 当時の役職は General Director）が、三つの財団の代表と面会し、
カレッジ・ファカルティ・プログラムについて説明する。その結果、カレッジ・ファ




　（ 1 ） 35 歳以上の、学士号以上を所持している女性が対象。フルタイムで就学する
こと。南部 11 州（南部中等学校・カレッジ協会が管轄）に居住する女性に限
定する。なお応募者は、アメリカ女性大学人協会の会員である必要はない。
　（ 2 ） 受賞者は、アメリカ女性大学人協会側が選定・協定を結んだ大学の中から、
自宅から通学できる距離にある大学を選ぶ。カレッジ・ファカルティ・プロ
グラム候補者の募集と受賞者決定はアメリカ女性大学人協会がおこなう 36。












































































という幾重にも亘る限定があったにもかかわらず、初年度（1962-63 年度）は 108 名
の応募があり 17 名が受賞した。カレッジ・ファカルティ・プログラムへの照会数だ
けをカウントした場合は、1962 年 6 月 30 日の時点で 1,169 件を数えたというから、
やはり多大な反響があったとみなしうる。同様にして、 2 年目（1963-64 年）は応募
数 198 件、受賞者数 44 件、最終年度（1964-65 年）は応募数 202 件、受賞者数 65 件
であった 42。
　 3 年間を通しての受賞者の属性をいくつか挙げてみるならば、平均年齢は 42 歳、




























オーバーン大学 アラバマ州 Auburn University
ジャクソンビル州立カレッジ アラバマ州 Jacksonville State College
アラバマ大学 アラバマ州 University of Alabama
マレー州立カレッジ オクラホマ州 Murray State College
ケンタッキー大学 ケンタッキー州 University of Kentucky
ルイビル大学 ケンタッキー州 University of Louisville
クレムソン大学 サウスカロライナ州 Clemson University
コンヴァース・カレッジ サウスカロライナ州 Converse College
サウスカロライナ大学 サウスカロライナ州 University of South Carolina
エモリー大学 ジョージア州 Emory University
ジョージア大学 ジョージア州 University of Georgia
ノーステキサス州立大学 テキサス州 North Texas State University
南メソジスト大学 テキサス州 Southern Methodist University
テキサス A&I カレッジ テキサス州 Texas College of Arts and Industries
テキサス・クリスチャン大学 テキサス州 Texas Christian University
テキサス女子大学 テキサス州 Texas Woman's University
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トリニティ大学 テキサス州 Trinity University
ヒューストン大学 テキサス州 University of Houston
テキサス大学 テキサス州 University of Texas
ピーボディ・カレッジ テネシー州 George Peabody College for Teachers
メンフィス州立大学 テネシー州 Memphis State University
ミドルテネシー州立大学 テネシー州 Middle Tennessee State University
テネシー大学 テネシー州 University of Tennessee
ヴァンダービルト大学 テネシー州 Vanderbilt University
ノースカロライナ州立大学（ロー
リー） ノースカロライナ州
North Carolina State College 
at Raleigh
イースト・カロライナ・カレッジ ノースカロライナ州 East Carolina College
ノースカロライナ大学 ノースカロライナ州 University of North Carolina
ノースカロライナ大学グリーンズ
ボロ校 ノースカロライナ州 
University of North Carolina 
at Greensboro
マディソン・カレッジ バージニア州 Madison College
オールド・ドミニオン・カレッジ バージニア州 Old Dominion College
リッチモンド大学 バージニア州 University of Richmond
アメリカン大学 ワシントン D.C. American University
カトリック大学 ワシントン D.C. Catholic Unicersity
ジョージタウン大学 ワシントン D.C. Georgetown University
ジョージ・ワシントン大学 ワシントン D.C. George Washington University
フロリダ州立大学 フロリダ州 Florida State University
ローリンズ・カレッジ フロリダ州 Rollins College
フロリダ大学 フロリダ州 University of Florida
マイアミ大学 フロリダ州 University of Miami
ミシシッピ州立大学 ミシシッピ州 Mississippi State University
ミシシッピ大学 ミシシッピ州 University of Mississippi
ルイジアナ州立大学 ルイジアナ州 Louisiana State University
ノースウェスタン州立大学ルイジ
アナ ルイジアナ州
Northwestern State College 
of Louisiana
テューレーン大学 ルイジアナ州 Tulane University
南西ルイジアナ大学 ルイジアナ州 University of Southwestern Louisiana
出 典：AAUW Educational Foundation. College Faculty Program, Final Report 
Appendix D. AAUW Archives, Microfilm Reel 132, VI:76.
　 3 年間で 126 人の女性の大学院入学を支援したわけであるが、この中でフェロー
シップの途中放棄は 10 名であった。カレッジ・ファカルティ・プログラム終了直後
の 1967 年 6 月時点で、84 名が学位取得（博士号 7 名、修士号 77 名）、現に大学で





アラバマ大学 アラバマ州 University of Alabama
ジャクソンビル州立カレッジ アラバマ州 Jacksonville State College
オーバーン大学 アラバマ州 Auburn University
マレー州立カレッジ オクラホマ州 Murray State College
ケンタッキー大学 ケンタッキー州 University of Kentucky
ルイビル大学 ケンタッキー州 University of Louisville
クレムソン大学 サウスカロライナ州 Clemson
コンヴァース・カレッジ サウスカロライナ州 Converse College
ジョージア大学 ジョージア州 University of Georgia
エモリー大学 ジョージア州 Emory University
ヒューストン大学 テキサス州 University of Houston
トリニティ大学 テキサス州 Trinity University
テキサス・クリスチャン大学 テキサス州 Texas Christian
テキサス大学 テキサス州 Texas State
テキサス大学 テキサス州 University of Texas
南メソジスト大学 テキサス州 Southern Methodist
ピーボディ・カレッジ テネシー州 Peabody
ヴァンダービルト大学 テネシー州 Vanderbilt
ノースカロライナ州立大学 ノースカロライナ州 North Carolina State College
ノースカロライナ大学 ノースカロライナ州 University of North Carolina, Chapel Hill
イースト・カロライナ・カレッジ ノースカロライナ州 East Carolina College
リッチモンド大学 バージニア州 University of Richmond
オールド・ドミニオン・カレッジ バージニア州 Old Dominion College
マイアミ大学 フロリダ州 University of Miami
フロリダ州立大学 フロリダ州 Florida State University
ローリンズ・カレッジ フロリダ州 Rollins College
フロリダ大学 フロリダ州 University of Florida
フロリダ州立大学 フロリダ州 Florida State University
ミシシッピ州立大学 ミシシッピ州 Mississippi State College
ノースウェスタン州立大学ルイジ
アナ ルイジアナ州
Northwestern State College 
of Louisiana
ニューオリンズ大学 ルイジアナ州 University of New Orleans
ルイジアナ州立大学 ルイジアナ州 Louisiana State University
南西ルイジアナ大学 ルイジアナ州 University of SW Louisiana
カトリック大学 ワシントン D.C. Catholic University
ジョージ・ワシントン大学 ワシントン D.C. George Washington University
アメリカン大学 ワシントン D.C. American University
出 典：AAUW Educational Foundation. College Faculty Program, Final Report 

























　第一期は、財団からの 3 年間総額 285,000 ドルの補助が約束されていたために、
あらかじめ必要な資金が確保されていた。協会のアーカイブズ史料によれば、初年度









500 ドル× 25（ただし半年分支給） 6,250 ドル
授業料
公立　225 ドル× 13 大学（ただし半年分支給） 1,463 ドル
私立　900 ドル× 12 大学（ただし半年分支給） 5,400 ドル
大学への教育補助金
公立　225 ドル（ １ 年分）× 13 大学 2,925 ドル
私立　500 ドル（ １ 年分）× 12 大学 6,000 ドル
総計 22,038 ドル
出典：A Program for the Further Education of Mature College Women for College 
Faculty: Budget for Use of $75,000 and Interest January 1  through December 31, 







第二期プロジェクトの 1 年目（1966/67 年度）への 1966 年 3 月 25 日時点での寄付
の状況である。









シカゴ・コミュニティ・トラスト * 2,000 ドル * 社会科学・生物科学限定
シアーズ・ローバック財団 1,500 ドル


































AAUW アビリーン支部 10 ドル





AAUW シアトル支部 2,000 ドル
AAUW ウィラパシフィック支部 100 ドル
AAUW ベリンガム支部 300 ドル
AAUW スポーケン支部 300 ドル
計 6,700 ドル
出典：Contributions to the College Faculty Program II Budget Sheet. Women and 
Leadership Archives, Loyola University of Chicago. Eleanor F. Dolan Papers. Box 
37, Folder3.









はわずか 15 ドルで、このままでは到底、1966/67 年度のプロジェクトは立ちあげる
ことができなかったであろう 48。資金的にこのような危うい状況は、結局、プロジェ
クトの打ち切りという結果にならざるを得ず、オレゴン州管区はわずか 1 年で、カ
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Reeducating Mature Women for College Teaching: 
American Association of University Women’s College Faculty Program 
in the 1960s.
Tatsuro SAKAMOTO
　This paper concerns the College Faculty Program established by the American Association 
of University Women in the early 1960s. Intended to support women 35 years of age or older 
with a bachelor’s degree who wanted to enroll in graduate school to pursue a career as a 
college faculty member, the program received a grant from the Rockefeller Brothers Fund, and 
its three-year pilot project began in 1962. This was a kind of fellowship program, though it 
was distinguished by the fact that it was limited to women, and “matured women” at that.
　Even outside of the Association, the pilot project was praised as a success story, and after it 
initially ended in 1965, it was resumed and expanded into a project to be taken up by each of 
the Association’s State Divisions. Ultimately, this movement to promote women’s higher 
education came to represent the Association in the 1960s.
　First, by analyzing the provisions for fellowships in the National Defense Education Act of 
1957 and the way in which fellowships were to be granted under it, this paper shows that the 
Act had a significant effect on the subsequent establishment of the College Faculty Program.
　Next, an analysis of how the College Faculty Program was established and how it was 
operated in practice is used to identify the kinds of people who were actually selected for the 
program among “women 35 years of age or older with a bachelor’s degree.”
　Finally, the paper ends with a consideration of the significance of the program in relation to 
the history of higher education in the United States.
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